
9
月
1
～
3
日
、
建
交
労

第
20
回
定
期
大
会
が
群
馬
県

安
中
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
全
国
か
ら
代
議

員
・
特
別
代
議
員
、
傍
聴
者

な
ど
、
約
２
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
安
部
暴
走
政

治
、
憲
法
改
悪
を
是
が
非
で

も
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
、

職
場
で
の
運
動
、
組
織
拡
大

に
一
人
一
人
が
立
ち
上
が
ろ

う
な
ど
の
方
針
提
起
が
さ
れ

ま
し
た
。

部
会
の
政
策

立
嶋
部
会

長
が
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
学
童

保
育
視
察
の

支
援
カ
ン
パ

の
お
礼
と
と

も
に
、
そ
の

成
果
を
政
策
、

政
府
交
渉
に

活
か
し
て
き

た
こ
と
、
ま
た
国
の
補
助
金

を
活
用
し
て
賃
金
の
引
き
上

げ
と
と
も
に
組
織
拡
大
を
大

い
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
発

言
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
タ

の
感
動

全
国
青
年
部

特
別
代
議
員
の

山
内
理
恵
さ
ん

（
福
岡
支
部
）

は
、
6
月
に
行
わ
れ
た
建
交

労
フ
ェ
ス
タ
で
の
感
動
と
今

後
の
青
年
部
活
動
へ
の
決
意

に
つ
い
て
発
言
。

賃
金
改
善

山
田
正
人
さ
ん
（
群
馬
支

部
）
は
、
「
桐
生
市
の
施
策

で
、
指
導
員
の
賃
金
が
低
い

水
準
で
統
一
化
さ
れ
た
が
、

交
渉
を
通
じ
て
国
の
補
助
金

を
活
用
し
て
、
月
１
～
２
万

円
の
手
当
を
獲
得
し

た
。
」
と
交
渉
の
成

果
を
報
告
し
ま
し
た
。

組
織
拡
大

山
本
隆
夫
さ
ん

（
愛
知
支
部
）
は
組

織
拡
大
の
原
動
力
は

「
自
治
体
へ
の
交
渉

力
を
発
揮
し
、
雇
用
主
と
と

も
に
公
費
を
活
用
し
て
い
く

こ
と
、
そ
れ
ら
は
建
交
労
の

力
に
よ
る
も
の
」
と
力
強
く

発
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
本
部
か
ら

学
童
指
導
員
の
組
織
拡
大
総

が
か
り
行
動
を
函
館
市
周
辺

の
自
治
体
で
取
り
組
ん
で
い

る
発
言
が
さ
れ
ま
し
た

夜
の
宴
会
で
は
、
群
馬
支

部
が
け
ん
玉
、
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
、
太
鼓
を

披
露
し
、
大

喝
さ
い
を
浴

び
ま
し
た
。

（
部
会
事
務
局
長

田
村

一
志
）

＝私たちの活動 ４つの柱＝

＊制度化と指導員の身分保障

＊専門性と仕事の確立

＊父母と共に学童保育運動の発展

＊全国の指導員との団結と連帯

建交労全国学童保育部会
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